
【デジタルの活用】
・図書館はこれまで本を介して平等な情報の取得を保障。
・情報のデジタル化が進む中、デジタル情報へのアクセス支援が必要。
・スマホ等を使えない人はネットから情報を得られず、情報格差が発生。
・ネット上には真偽不明な情報も混在。真偽を見抜き、情報を正しく
解釈する能力も必要。
・図書館は、デジタル情報へのアクセス支援や、引き続き平等な情報の
取得の保障、情報の正しい解釈の手助けをすることが必要。

第７回・第８回の進め方

第１回から第３回
・区の図書館の現状、他自治体の事例紹介
・目指す図書館のイメージを議論

第４回・第５回
目指す図書館のイメージの共有と実現に
向けたテーマごとの具体的な取組を議論

第６回
貫井と練馬を例にどんな
ことが出来そうか議論

検討委員会のまとめ
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第７回・第８回
「デジタルの活用」
「情報を広げ、深める方法」をテーマに議論

第７回・第８回のテーマ設定の問題意識

【情報を広げ、深める方法】
・情報はスマホ等で簡単に手に入るようになり、情報を
調べるだけなら図書館を利用する必要がなくなった。
・図書館を利用する付加価値として「知りたい情報を調
べるだけでなく、そこから発展して情報が広がったり
深まったりする」仕掛けが必要。


